
JP 2012-247172 A 2012.12.13

10

(57)【要約】
【課題】吹出口１１と吸気口１２とを有する機体１内に
配置された通風ケース２を備え、通風ケース内に、温風
ファン３と、バーナ４を内蔵する燃焼筐５とが配置され
た温風暖房機であって、バーナは全一次燃焼式バーナで
構成され、バーナに、燃焼板４２の上方の燃焼空間を囲
う燃焼カバー４６が設けられ、燃焼筐内に吸気口からの
空気の一部が導入されるようにしたものにおいて、酸欠
時のＣＯ濃度の増加を防止できるようにする。
【解決手段】燃焼カバー４６の高さ寸法は、酸欠時に燃
焼カバー４６内で予混合ガスの不完全燃焼を生じたとき
に、燃焼カバー４６の上端から流出する不完全燃焼状態
の燃焼ガスの温度がブンゼン燃焼可能な下限温度以上と
なるように設定される。更に、燃焼カバー４６の上端縁
に、外方に屈曲するフランジ部４６ｃを形成する。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　吹出口と吸気口とを有する機体内に配置された、吸気口と吹出口とを連通する通風ケー
スを備え、通風ケース内に、温風ファンと、バーナを内蔵する燃焼筐とが配置され、温風
ファンの作動により、吸気口から通風ケース内に吸い込まれる空気に燃焼筐の上端部から
排出される燃焼ガスを混合させて温風として吹出口に送風するようにした温風暖房機であ
って、
　バーナは、その上面の燃焼板から理論空燃比より燃料濃度の希薄な予混合ガスを噴出さ
せて燃焼させる全一次燃焼式バーナで構成され、バーナに、燃焼板の上方の燃焼空間を囲
う燃焼カバーが設けられ、燃焼筐内に吸気口からの空気の一部が導入されるようにしたも
のにおいて、
　燃焼カバーの高さ寸法は、酸欠時に燃焼カバー内で予混合ガスの不完全燃焼を生じたと
きに、燃焼カバーの上端から流出する不完全燃焼状態の燃焼ガスの温度がブンゼン燃焼可
能な下限温度以上となるように設定され、
　燃焼カバーの上端縁に、外方に屈曲するフランジ部が形成されることを特徴とする温風
暖房機。
【請求項２】
　請求項１記載の温風暖房機であって、前記燃焼板上に臨む火炎検知素子を備え、酸欠時
の火炎リフトで火炎検知素子の出力が所定の閾値に低下したときに前記バーナの燃焼を停
止するものにおいて、
　前記燃焼カバーの高さ寸法は、火炎検知素子の出力が前記閾値まで低下するような火炎
リフトを生ずる前の酸欠状態において、燃焼カバーの上端から流出する不完全燃焼状態の
燃焼ガスの温度がブンゼン燃焼可能な下限温度以上となるように設定されることを特徴と
する温風暖房機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、燃焼ガスと空気とを混合させて温風として送風する温風暖房機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　この種の温風暖房機は、吹出口と吸気口とを有する機体内に配置された、吸気口と吹出
口とを連通する通風ケースを備え、通風ケース内に、温風ファンと、バーナを内蔵する燃
焼筐とが配置され、温風ファンの作動により、吸気口から通風ケース内に吸い込まれる空
気に燃焼筐の上端部から排出される燃焼ガスを混合させて温風として吹出口に送風するよ
うに構成されている。
【０００３】
　また、従来、このような温風暖房機において、バーナを、その上面の燃焼板から理論空
燃比より燃料濃度の希薄な予混合ガスを噴出させて燃焼させる全一次燃焼式バーナで構成
したものが知られている（例えば、特許文献１参照）。このものでは、バーナに、燃焼板
の上方の燃焼空間を囲う燃焼カバーを設け、更に、燃焼筐内に吸気口からの空気の一部が
導入されるようにしている。
【０００４】
　ここで、予混合ガスの燃焼で生ずる燃焼ガスを吸気口から吸い込まれる空気に直ちに混
合させると、高温の燃焼ガスが急冷され、燃焼ガス中に含まれる窒素酸化物のうち一酸化
窒素が毒性の強い二酸化窒素に変換される比率が増加する。上記従来例の如く燃焼カバー
を設けると、燃焼筐内に導入されて燃焼カバーの外側に流れる空気と燃焼カバー内の燃焼
ガスとの間で熱交換が行われる。そのため、燃焼ガスの温度が低下すると共に空気の温度
が上昇して、燃焼ガスと空気との合流箇所で燃焼ガスが急冷されず、一酸化窒素から二酸
化窒素への変換比率が減少する。
【０００５】
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　ところで、上記従来例では、燃焼カバーの高さ寸法を、その上端が燃焼筐の上端部に達
するように長くしている。これによれば、以下の不具合を生ずることが判明した。即ち、
酸欠時に燃焼カバー内で予混合ガスが不完全燃焼したとき、燃焼カバーの上端から流出す
る不完全燃焼状態の燃焼ガスの温度が低くなり過ぎて、流出燃焼ガスに燃焼カバーの外側
に流れた空気が二次空気として混入してもブンゼン燃焼せず、ＣＯ濃度が増加してしまう
。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２００４－１６２９４７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明は、以上の点に鑑み、酸欠時のＣＯ濃度の増加を防止できるようにした温風暖房
機を提供することをその課題としている。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記課題を解決するために、本発明は、吹出口と吸気口とを有する機体内に配置された
、吸気口と吹出口とを連通する通風ケースを備え、通風ケース内に、温風ファンと、バー
ナを内蔵する燃焼筐とが配置され、温風ファンの作動により、吸気口から通風ケース内に
吸い込まれる空気に燃焼筐の上端部から排出される燃焼ガスを混合させて温風として吹出
口に送風するようにした温風暖房機であって、バーナは、その上面の燃焼板から理論空燃
比より燃料濃度の希薄な予混合ガスを噴出させて燃焼させる全一次燃焼式バーナで構成さ
れ、バーナに、燃焼板の上方の燃焼空間を囲う燃焼カバーが設けられ、燃焼筐内に吸気口
からの空気の一部が導入されるようにしたものにおいて、燃焼カバーの高さ寸法は、酸欠
時に燃焼カバー内で予混合ガスの不完全燃焼を生じたときに、燃焼カバーの上端から流出
する不完全燃焼状態の燃焼ガスの温度がブンゼン燃焼可能な下限温度以上となるように設
定され、燃焼カバーの上端縁に、外方に屈曲するフランジ部が形成されることを特徴とす
る。
【０００９】
　ここで、燃焼カバー内で予混合ガスが完全燃焼する正常時に燃焼カバーから流出する燃
焼ガスの急冷を防止するには、燃焼カバーの高さ寸法を上記の条件を満たす範囲で可及的
に長くすることが望まれる。然し、燃焼カバーの高さ寸法をこのように設定すると、酸欠
時には、流出燃焼ガスの温度が燃焼カバーの上端近傍でブンゼン燃焼可能な下限温度以上
になっても、燃焼カバーの上端から上方に離れるとこの下限温度未満となってしまう。こ
の場合、燃焼カバーの上端縁にフランジ部が形成されていないと、燃焼カバーの外側面に
沿って上昇した空気が燃焼カバーの上端近傍で流出燃焼ガスに十分に触れることなく上方
に流れてしまい、燃焼カバーの上端近傍でのブンゼン燃焼がうまく行われなくなる。そし
て、燃焼カバーの上端から離れた位置で流出燃焼ガスに空気が混入しても、この位置では
流出燃焼ガスの温度が下限温度未満になってしまうため、ブンゼン燃焼しなくなる。
【００１０】
　これに対し、本発明によれば、燃焼カバーの外側に流れた空気の一部が燃焼カバーの上
端縁に形成したフランジ部上に渦を巻くようにして還流する。そのため、酸欠時に燃焼カ
バーの上端から流出する不完全燃焼状態の燃焼ガスにフランジ部上に還流する空気が二次
空気として効率良く混入し、流出燃焼ガスがフランジ部の近傍でブンゼン燃焼する。そし
て、フランジ部近傍でのブンゼン燃焼により流出燃焼ガスの温度が上昇して、燃焼カバー
の上端から上方に離れた領域でもブンゼン燃焼が行われ、流出燃焼ガスが完全燃焼して、
ＣＯ濃度が増加することを防止できる。
【００１１】
　尚、酸欠対策として、一般的に、燃焼板上に臨む火炎検知素子を設け、酸欠時の火炎リ
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フトで火炎検知素子の出力が所定の閾値に低下したときにバーナの燃焼を停止するように
している。この場合、燃焼カバーの高さ寸法は、火炎検知素子の出力が前記閾値まで低下
するような火炎リフトを生ずる前の酸欠状態において、燃焼カバーの上端から流出する不
完全燃焼状態の燃焼ガスの温度がブンゼン燃焼可能な下限温度以上となるように設定され
ることが望ましい。これによれば、火炎リフトで燃焼停止される前の酸欠状態で燃焼カバ
ーの上端から流出する不完全燃焼状態の燃焼ガスをブンゼン燃焼させることができて、燃
焼停止前のＣＯ濃度の増加を防止できる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本発明の実施形態の温風暖房機を示す斜視図。
【図２】実施形態の温風暖房機の切断側面図。
【図３】図２のＩＩＩ－ＩＩＩ線で切断した拡大断面図。
【図４】図３のＩＶ－ＩＶ線で切断した断面図。
【図５】実施形態の温風暖房機に設けられるバーナの斜視図。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　図１、図２を参照して、１は温風暖房機の機体を示している。この機体１は、前面下部
に形成したルーバー１１ａ付きの吹出口１１と、背面に形成した吸気口１２とを有してい
る。機体１内には、吸気口１２と吹出口１１とを連通する通風ケース２が配置されている
。通風ケース２内の下部には、通風ケース２の下部側方に設置したモータ３ａで駆動され
る温風ファン３が配置されている。
【００１４】
　また、通風ケース２内の上部には、バーナ４を内蔵する燃焼筐５が配置されている。燃
焼筐５の上端部には、バーナ４の燃焼ガスを通風ケース２内に排出する排気口５１が開設
され、燃焼筐５の背面下部には、吸気口１２からの空気の一部を燃焼筐５内に導入する導
入口５２が開設されている。そして、温風ファン３の作動により、吸気口１２から通風ケ
ース２内に吸い込まれる空気に燃焼筐５の排気口５１から排出される燃焼ガスを混合させ
て温風として吹出口１１に送風するようにしている。尚、燃焼筐５は、通風ケース２の横
方向両側の側板部間に、燃焼筐５の前面部及び底面部となる板材５ａと燃焼筐５の背面部
となる板材５ｂとを介設することで構成されている。
【００１５】
　バーナ４は、図３～図５に明示する如く、横長の箱形のバーナ本体４１の上面に装着し
た燃焼板４２を備え、理論空燃比よりも燃料濃度が希薄な予混合ガスを燃焼板４２から噴
出させて燃焼させる全一次燃焼式バーナで構成される。尚、本実施形態において、燃焼板
４２は、多数の炎孔４２ａを形成したセラミック板で構成されているが、ニット状に編ん
だ耐熱繊維製の燃焼板を用いてもよい。
【００１６】
　バーナ本体４１には、通風ケース２の横方向一側の側板部を貫通して機体１内の空間部
に突出するガス導入筒４３が接続されている。ガス導入筒４３には、上流端に燃焼ファン
４４が接続され、中間部に、バーナ本体４１内にのびるノズル４５ａを有するノズルブロ
ック４５が装着されている。ノズルブロック４５には、機体１内の空間部に配置したバル
ブユニット６に連なるガス供給管６ａを介して燃料ガスが供給される。そして、燃焼ファ
ン４４から供給される一次空気にノズル４５ａから噴射される燃料ガスを混合させて、理
論空燃比よりも燃料濃度が希薄な予混合ガスを生成し、この予混合ガスをバーナ本体４１
を介して燃焼板４２から噴出させるようにしている。
【００１７】
　また、バーナ本体４１の上面周縁部には、燃焼板４２の上方の燃焼空間を囲う燃焼カバ
ー４６が立設されている。燃焼カバー４６の横方向一側と他側の側板部には夫々透孔４６
ａ，４６ｂが形成されており、これら各透孔４６ａ，４６ｂを通して燃焼板４２上に臨む
点火プラグ４７と火炎検知素子たる熱電対４８とが設けられている。そして、酸欠時に火
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炎が熱電対４８よりも上方にリフトして、熱電対４８の起電力が所定の閾値に低下したと
きにバーナ４の燃焼を停止させるようにしている。
【００１８】
　ところで、燃焼筐５内に導入口５２から導入される空気は燃焼カバー４６の外側面に沿
って上方に流れる。そして、予混合ガスの燃焼で生ずる燃焼カバー４６内の燃焼ガスと燃
焼カバー４６の外側に流れる空気との間で熱交換が行われる。そのため、燃焼ガスの温度
が低下すると共に空気の温度が上昇して、燃焼カバー４６の上方の燃焼ガスと空気との合
流箇所で燃焼ガスが急冷されなくなり、一酸化窒素から二酸化窒素への変換比率が減少す
る。
【００１９】
　ここで、燃焼ガスの急冷を防止するには、燃焼カバー４６の高さ寸法をある程度長くす
る必要があるが、長くし過ぎると、酸欠時に燃焼カバー４６内で予混合ガスが不完全燃焼
したとき、燃焼カバー４６の上端から流出する不完全燃焼状態の燃焼ガスの温度が低くな
り過ぎて、流出燃焼ガスに燃焼カバー４６の外側に流れた空気が二次空気として混入して
もブンゼン燃焼せず、ＣＯ濃度が増加してしまう。尚、酸欠時の火炎リフトで熱電対４８
の起電力が前記閾値に低下したときは、バーナ４の燃焼を停止させるが、燃焼停止前のＣ
Ｏ濃度の増加を防止することが望まれる。
【００２０】
　そこで、燃焼カバー４６の高さ寸法を、酸欠時に燃焼カバー４６内で予混合ガスの不完
全燃焼を生じたときに、燃焼カバー４６の上端から流出する不完全燃焼状態の燃焼ガスの
温度がブンゼン燃焼可能な下限温度以上となるように設定している。尚、火炎リフトを生
ずると、予混合ガスが燃焼カバー４６の上端に近い位置で一次燃焼して、燃焼カバー４６
の上端近傍での燃焼ガスの温度が上昇する。従って、火炎リフトを生ずる前の酸欠状態で
燃焼カバー４６の上端から流出する燃焼ガスの温度は火炎リフトを生じたときよりも低く
なる。そのため、本実施形態では、燃焼カバー４６の高さ寸法を、熱電対４８の起電力が
前記閾値まで低下するような火炎リフトを生ずる前の酸欠状態において、燃焼カバー４６
の上端から流出する不完全燃焼状態の燃焼ガスの温度がブンゼン燃焼可能な下限温度以上
となるように設定している。
【００２１】
　尚、燃焼カバー４６内で予混合ガスが完全燃焼する正常時に燃焼カバー４６から流出す
る燃焼ガスの急冷を防止するため、燃焼カバー４６の高さ寸法は、上記の条件を満たす範
囲で可及的に長い値（例えば、３０ｍｍ）に設定される。更に、本実施形態では、燃焼カ
バー４６の前後の板部の上端縁に、外方（前板部では前方、後板部では後方）に屈曲する
フランジ部４６ｃを形成している。
【００２２】
　燃焼カバー４６の高さ寸法を上記の如く設定すると、熱電対４８の起電力が前記閾値ま
で低下するような火炎リフトを生ずる前の酸欠状態において、燃焼カバー４６の上端から
流出する不完全燃焼状態の燃焼ガスの温度が燃焼カバー４６の上端近傍でブンゼン燃焼可
能な下限温度以上になっても、燃焼カバー４６の上端から上方に離れるとこの下限温度未
満となってしまう。この場合、燃焼カバー４６の上端縁にフランジ部４６ｃが形成されて
いないと、燃焼カバー４６の外側面に沿って上昇した空気が燃焼カバー４６の上端近傍で
流出燃焼ガスに十分に触れることなく上方に流れてしまい、燃焼カバー４６の上端近傍で
のブンゼン燃焼がうまく行われなくなる。そして、燃焼カバー４６の上端から離れた位置
で流出燃焼ガスに空気が混入しても、この位置では流出燃焼ガスの温度が下限温度未満に
なってしまうため、ブンゼン燃焼しなくなる。
【００２３】
　これに対し、本実施形態では、燃焼カバー４６の外側面に沿って上昇した空気の一部が
、図４に矢印で示す如く、燃焼カバー４６の上端縁に形成したフランジ部４６ｃ上に渦を
巻くようにして還流する。そのため、燃焼カバー４６の上端から流出する不完全燃焼状態
の燃焼ガスにフランジ部４６ｃ上に還流する空気が二次空気として効率良く混入し、流出
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燃焼ガスがフランジ部４６ｃの近傍でブンゼン燃焼する。そして、フランジ部４６ｃ近傍
でのブンゼン燃焼により流出燃焼ガスの温度が上昇して、燃焼カバー４６の上端から上方
に離れた領域でもブンゼン燃焼が行われ、流出燃焼ガスが完全燃焼する。従って、火炎リ
フトによる熱電対４８の起電力低下で燃焼停止される前にＣＯ濃度が増加することを防止
できる。その結果、燃焼カバー４６の高さ寸法を上記の条件を満たす範囲で可及的に長く
設定して、正常時の燃焼ガスの急冷による一酸化窒素から二酸化窒素への変換比率の増加
を抑制でき、且つ、酸欠時のＣＯ濃度の増加も防止できる。
【００２４】
　以上、本発明の実施形態について図面を参照して説明したが、本発明はこれに限定され
ない。例えば、上記実施形態では、火炎検知素子として熱電対４８を使用しているが、フ
レームロッドを用いることも可能である。また、上記実施形態では、バーナ４として、燃
焼ファン４４から一次空気を供給する全一次燃焼式バーナを用いているが、バーナに連な
る混合管を設け、混合管の上流端に臨ませたノズルから噴射する燃料ガスの流れで一次空
気を吸引する全一次燃焼式バーナを用いることも可能である。
【符号の説明】
【００２５】
　１…機体、１１…吹出口、１２…吸気口、２…通風ケース、３…温風ファン、４…バー
ナ、４２…燃焼板、４６…燃焼カバー、４６ｃ…フランジ部、４８…熱電対（火炎検知素
子）、５…燃焼筐。

【図１】 【図２】
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